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きたデザイナーは、個別のデザイン事務所にアポをとって訪問するという形になっているのです。その場がナレッジに

なればいいと、計画完成までの数年間、事業者に提案すると共に事業者主催のイベントに毎週参加をして、デザインの

魅力を伝え続けましたが、事業者への説得は通じないまま「ナレッジサロン（会員制施設）」という、交流の場の誕生に

至りました。ただ、そこへのデザイナー関与が少しでも進めば嬉しいとの思いから、USD-O（大阪デザイン団体連合）

のメンバーに声をかけ「ナレッジサロン（会員制施設）」ができる前に、そこで実現したいことのアイディア出しをする

と共に、将来サロンで行いたいワークショップを、試験的に行いました。それがイベントとしての「大阪デザインサロン」

で、今ではODCで継続的に行なってくださっている活動につながります。また、「ナレッジサロン」の会員制度を、ODCで、今ではODCで継続的に行なってくださっている活動につながります。また、「ナレッジサロン」の会員制度を、ODC

に関わるメンバーによる団体契約をお願いしたところ、快く束ねて申請を行なってくださることになりました。

◆新たな「デザイン政策宣言」に向けて

2012年4月20日、この日は私にとって記念すべき日となりました。ODCに長らく関わられ、その歴史の記録を重ねて

来られていた、西尾直氏が亡くなりお通夜が行われた日でした。この日メビック扇町で「大阪・デザインの明日を考える」

というタイトルでJDPU（協同組合ジャパンデザインプロデューサーズ ユニオン）主催の講演を行い、大阪でデザイン

に関わる多くのみなさんと、次の活動を始めるきっかけの日となるはずでした。しかしこの日は当然ながら、多くの

デザイナーが西尾さんのお通夜に行かれ、私の講演会への出席者は、限られたメンバーとなったのです。この出来事がデザイナーが西尾さんのお通夜に行かれ、私の講演会への出席者は、限られたメンバーとなったのです。この出来事が

私には、残念なことではなく、何かのメッセージをいただいた気がしました。西尾直氏は大学の同じ専攻の大先輩に当たり

ます。今の理事長である越田英喜氏も、同じ先輩ですが、何か背中を押された気がする不思議な想いで、その講演を

させていただきました。

東芝から独立した時にアントレプレナーとしてつけた職の名前は「公共空間デザイナー」でした。1970年万博を小学生

として何十回も経験した私には、日常生活をしている街のデザインがもっと美しくなる可能性を持っていると思ったのです。

建築家やインテリアデザイナー、ランドスケープデザイナーという職業はあっても、公共の空間をトータルにデザイン

している職能がないところに課題を感じ、そのデザイナーになりたいと思いました。その後「景観」という言葉も一般化している職能がないところに課題を感じ、そのデザイナーになりたいと思いました。その後「景観」という言葉も一般化

して、法律も制定され、多くの自治体で景観を指導する立場になりました。これまで9000件以上のアドバイスを行なって

きましたが、これも自治体のデザイン分野にあたります。先進的な自治体では、ユネスコのデザイン都市の指定によって、

まちづくりやものづくりのデザインが市民権を得て、一般の人々の身近なものになってきましたが、これから本格的に

行政の政策として、デザインをトータルに取り入れる時代が、ようやくやってくると思っています。

先頃、経産省では「デザイン経営宣言」が提唱され、経営におけるデザイン視点の重要性が、ようやく国の中での市民権を

得た感じがあります。これが地方自治体でも、「政策」にデザインの活用いわば「デザイン政策宣言」が求められる状況が

常識となる時代が、目の前に来ています。振り返れば大阪でも、行政の中でデザイナーが活躍した時代がありました。常識となる時代が、目の前に来ています。振り返れば大阪でも、行政の中でデザイナーが活躍した時代がありました。

その多くが形態的なデザインではあったかと思いますが、それを超えた広義のデザインが、いま社会で語られている中、

まず大阪から「デザイン政策宣言」を発信できればと思います。

これまで、JIDA（日本インダストリアルデザイナー協会）の理事として４期をつとめてきましたが、ここでも「デザイ

ナー協会」から「デザイン協会」に改名を行うなど、社会ニーズの大きな変化を感じています。関西のUSD-Oや全国の

デザイン組織連携団体D８など、分野別のデザインを超えて、ようやく新たなデザイン活動を始める時期が来たように

感じます。社会の大きな変化の風に、いかに乗って動けるか、そのような柔軟性も求められることでしょう。また、

どのような風が吹いても、信念をさらに深めて根をはる強さも求められることでしょう。風を読んで次に進む、そのどのような風が吹いても、信念をさらに深めて根をはる強さも求められることでしょう。風を読んで次に進む、その

羅針盤となる越田理事長の元、無事ODCが還暦を迎えることができましたことに感謝致します。

長く評議委員を務めさせていただいている私の将来の夢の一つは、大学の大先輩でもある越田理事長のような役割を担える

人物になることです。いつの日か、省庁の枠組みを超えて、地域全体の政策をデザイン視点でトータルに考える「デザイン

政策」を、大阪からはじめる時代が来ることを夢見ているところです。時代の変化のその先に、浪速の風と波を起こして。


